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研究成果の概要（和文）： 
 岩手県花巻市大迫町に在住の 55 歳以上の地域一般住民に対し、頭部 MRI 撮影、脳心血管病危
険因子の調査および歯科検診を実施し、頭部外傷および症候性脳卒中の既往が無く、適切なデ
ータが取得できた 230 名について、歯周病と無症候性脳血管障害（ラクナ梗塞と白質病変）と
の関連を検討した。その結果、歯周病が重度になるほど、ラクナ梗塞、白質病変ともに有病率
が高かった。また、過去に重度の歯周病罹患があったと推察される多数歯欠損者でも有病率が
高値を示した。多重ロジスティック回帰解析では、歯周病重症群は、軽症群に対して他の危険
因子と独立してラクナ梗塞を有する有意に高いオッズ比（OR=12.6）を示した。したがって重度
歯周病が無症候性脳血管障害の危険因子のひとつである可能性が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this cross-sectional cohort study was to examine the association between 
periodontal disease and silent cerebrovascular lesions. The study cohort comprised 230 
individuals at least 55 years of age residing in Ohasama, rural community in northern 
Japan. Subjects underwent periodontal examination and were classified into 4 groups 
depending on the periodontal and dentate status (normal/slight, moderate and severe 
peirodontitis and <10 teeth group). The association between periodontal disease and silent 
cerebrovascular lesions (white matter hyperintensity and lacunar infarcts) was explored by 
multivariate logistic regression analysis adjusted for age; gender; body mass index; 
smoking; alcohol consumption; and a history of hypertension, diabetes, and 
hypercholesterolemia. The proportions of individuals with silent cerebrovascular lesions 
gradually increased with a severer periodontal status. The odds ratio for the presence of 
lacunar infarct in severe periodontal status (OR=12.6) was significantly higher than that in 
the nomal/slight periodontal status (Reference). This result suggests that periodontal 
disease may be associated with an increased risk of silent cerebrovascular lesions.  
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 １．研究開始当初の背景 
  歯周病や歯の欠損などの口腔状態の不良

が脳卒中発症に関連するとの報告が複数寄
せられ、脳血管疾患の新たな危険因子の可能
性として注目されている。しかしながら、こ
れらの研究は全て脳卒中や一過性脳虚血発
作（TIA）などの症候性脳血管障害との関連
を検討したものであり、無症候性脳血管障害
に着目した研究は国内外にみられない。 

 
 
 
 
 
 
 
  
 ２．研究の目的 
  地域一般住民を対象に、歯周病と無症候性

脳血管障害との関連を横断的に検討すると
ともに、縦断研究に向けたデータベースを作
成すること． 

 

 
３．研究の方法 
 岩手県花巻市大迫町在住 55 歳以上の一般
住民に対し頭部 MRI 撮影、脳心血管病危険因
子の調査および歯科検診を実施し、頭部外傷
および症候性脳卒中の既往が無く、適切なデ
ータが取得できた 230 名について、歯周病と
無症候性脳血管障害（ラクナ梗塞と白質病
変）との関連を検討した．歯周病の指標には、
歯周ポケット、アタッチメントロスおよびパ
ノラマエックス線画像から測定した歯槽骨
吸収度を用い、それぞれの平均値から均等三
分割により軽症群（47名）、中等度群（47名）、
重症群（47 名）の 3群に分類した．歯周病の
評価は 10 本以上の歯を有する者についての
み行い、現在歯が 10 歯に満たない者は多数
歯欠損群（89 名）として取り扱った．無症候
性脳血管障害の画像診断は、循環器疾患を専
門とする経験豊富な内科医師が行った。 
 分析には多重ロジスティック回帰分析を
用い、歯周病軽症群に対する中等度群、重症
群および多数歯欠損群の無症候性脳血管障
害を有するオッズ比を求めた．補正項目は年
齢、性別、BMI、喫煙暦、飲酒暦、糖尿病、
高脂血症、降圧薬服用の有無、家庭血圧とし
た． 
 
４．研究成果 
(1) 歯周病が重度になるほど、ラクナ梗塞、
白質病変ともに有病率が上昇する傾向がみ
られた。またその傾向は歯周ポケット、アタ
ッチメントロス、歯槽骨吸収率のいずれの歯
周病指標を用いた場合でも認められ、特に歯
槽骨吸収率を用いた場合に顕著であった（図
1～3）。 

図 1．歯周ポケットの重症度と無症候性脳血 
   管障害の有病率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2．アタッチメントロスの重症度と無症候 
   性脳血管障害の有病率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3．歯槽骨吸収の重症度と無症候性脳血管 
   障害の有病率 
 
 



 
(2) 歯槽骨吸収率で評価した歯周病重症群
は、軽症群に対して他の危険因子と独立して
ラクナ梗塞を有する有意に高いオッズ比
（OR=12.6）を示した（表 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 1．ラクナ梗塞を有するオッズ比（歯周病 
   の指標別）＊p<0.05，＊＊p<0.01 
   年齢、性別、BMI、喫煙暦、飲酒暦、 
   糖尿病、高脂血症、降圧薬服用の有無、 
   家庭血圧にて調整 
 
 
 (3) 多数歯欠損群におけるラクナ梗塞の有
病率は歯周病重症群よりも低値を示したの
に対し、白質病変の有病率は歯周病重症群よ
りも高かった（図 1～3）。 
 
(4) 多数歯欠損と無症候性脳血管障害との
間の関連は、他の危険因子での補正後には認
められなかった（表 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 2．ラクナ梗塞を有するオッズ比（歯周病 
   の指標別）＊p<0.05，＊＊p<0.01 
   年齢、性別、BMI、喫煙暦、飲酒暦、 
   糖尿病、高脂血症、降圧薬服用の有無、 
   家庭血圧にて調整 
 
 以上より、歯周病と無症候性脳血管障害と
の関連が明らかとなり、重度の歯周病がラク
ナ梗塞の危険因子である可能性が示唆され

た。 
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